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競争力強化のための

新ビジネス創出プログラム

DX推進計画策定支援

専門家

株式会社アイ・コネクト 代表取締役

NPO法人 ITコーディネータ茨城理事長

大久保 賢二 氏

【問合せ先】石川県商工労働部産業政策課 堂高（ドウタカ）
Mail： syoukou@pref.ishikawa.lg.jp TEL：076－225－1519

スマートエスイーIoT/AI石川スクール

⚫競争上の優位性を確立するための目標を設定
目の前の課題を解決するのではなく、成長に必要な目標を明確にします

⚫目標達成のための計画を策定
生まれたアイディアを言語化し、計画に落とし込み、社内で共有します。

⚫経営者を含めた全社的なプロジェクト推進チーム組成
経営者・システム部門・現場で一体となって計画を検討し、プロジェクトを
チームで推進する企業文化を醸成します。

新ビジネスを創出し、競争上の優位性を
確立するための計画づくりを、経営と
ITの両面に精通した専門家が、全8回、
伴走支援します。

環境配慮型トランス事業：製品のCO2排出量の見える化・低減、企業ブランディング
                                                                                    （今井電機株式会社様）

「正しい手法で方向性を検討できた。自社だけでは、間違った方向に進んでいた」
「経営層から現場までを巻き込んで、会社全体でプロジェクトを進める体制が作れた」

R7支援企業：目指すビジネスの例

R7支援企業の声

※申請ページ
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/syoko
/wasedasmartse/dxkeikaku_2026.html



プログラム詳細（全8回、支援企業を訪問）

No DX推進計画書の目次 内容

1 経営理念、ミッション確認
・経営理念、ミッション・ビジョンを再確認
・DX計画のゴールおよび企業存在意義を理解

2 DX構想（目指す姿）の検討 ・DXにより目指す姿を検討

3 DX構想（目指す姿）の裏付 ・市場調査や顧客ヒアリングを元に定量的に確認

4 目標値の設定
・KPI・KGIを設定
（短期的・中長期的な目標値を設定）

5 DXシステム構成検討
・デジタルツールのシステム構成について検討
・デジタル技術やどのようなデータを活用するか検討

6 現状分析 ・DX構想（目指す姿）と現状のギャップを抽出

7 実施項目決定
・抽出したギャップをもとに実施項目を決定
・優先順位をつけ、短期的／長期的に分ける

8 スケジュール検討
・短期的なスケジュールは週単位で決定
・中長期的なスケジュールは半年単位で決定

9 実施体制検討
・短期的スケジュールには個人名を指定
・DX部門の新設や外部支援者の活用も検討

社内報告会 ・社内メンバーに共有する

募集スケジュール
①募集期間：R8.5.18（月）～7.20（月）
申請方法については、申請ページをご覧ください
※定員：3社 企業負担：10万円/社

支援事例
R7支援事例：今井電機株式会社様

従来の事業価値：お客様の要望に対応できる北陸唯⼀の低圧トランスメーカー

将来ニーズ、潜在ニーズの発見：CO2排出量が少ない製品を選定したい
目指す姿：
環境配慮型トランス事業（製品のCO2排出量の見える化・低減、企業ブランディング）
※実現には、デジタルを活用。実現までのロードマップ等も計画で定める

専門家が牽引し、企業の目指す姿を検討

新たな事業価値：環境と調和するモノづくりを通じて、地球にやさしい選択を届ける

②オンライン面談、選考（7月下旬）
経営者の方を含め、専門家との面談を実施します

③支援決定、計画策定支援（8月～翌1月）
全8回、2~3時間/回、2週に1度程度ご訪問
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